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845,790,800 円

15,909,000,000 円 （14年3⽉期）
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Ｏｉｓｉｘで扱っている福島県の逸品事例

ぷちエリンギ
（いわき市）

桃
（伊達市）

トマト
（⽟川村）

ニラ
（郡⼭市）

きゅうり
（郡⼭市）

春菊
（中島村）

ひろっこ
（⼆本松市）

グリーンピース
（福島市）

カラフルミニトマト
（福島市）

梨
（福島市）

とうもろこし
（ピュアホワイト）
（飯舘村）

3菜の花
（⽥村市）

ブロッコリー
（飯舘村）

震災前の取扱い商品
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・代表理事：
髙島宏平（オイシックス）
楠本修⼆郎（カフェカンパニー）

・会員企業：
オイシックス、カフェカンパニー、キリン、キューピー、
ぐるなび、他、全40社

・主な事業内容：
１）マッチング事業
２）プロデュース事業
３）⼈材育成事業
４）プロモーション

・これまでのマッチング件数（2014年末）：約1400件

・これまでの達成額（2014年末）：約40億円 ４
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福島12市町村将来像検討会 福島の⾷品産業復興提⾔

「作ったあと」について

2015年3⽉13⽇
オイシックス株式会社

代表取締役社⻑ 髙島 宏平
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⾷品産業復興のプロセス

作る物
決めて
作る

管理
する

売り⽅
を決める 運ぶ 売る 改良

する

（商品開発）（⽣産管理
品質管理）

（ビジネス
モデル化） （物流） （販売） （PDCA）

地域の⼈々の
意識も⾼く、
様々な
試⾏錯誤が
⾏われている

⼿薄になりがち。
⼀⽅、広域連携や⽀援施策の実⾏による
改善や底上げのオポチュニティも⼤きい

「作った後」
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地域の⼈々
が中⼼と
なって考え
た⽅がよい
領域

⾷品産業
復興の
プロセス

商品
開発

⽣産管理
品質管理

ビジネス
モデル化
付加価値化

物流 販売 PDCA

施策案

「作った後」

＜提⾔②＞

ヨソモノ
活⽤による
復興推進

＜提⾔①＞

⼈材育成
プログラム

＜提⾔③＞

広域連携型
物流拠点の
設置

＜提⾔④＞

ターゲットをしぼった
販売ルートの確⽴

福島の⾷品産業復興における広域連携及び⽀援施策案



・品質管理スキルが低いために、関⼼をもっている
⼤⼿量販店との取引ができない

・⽣産管理をしていないために、⼤量に余ったり
逆に数量が⾜りなかったりということがよく起きる

・横の連携がないために、商品を融通し合うことを
せずチャンスロスしてしまう

・⼀度取引を開始した後の取引先とのコミュニケー
ションが不⼗分なため、継続取引に⾄らない

・マーケティングスキルがないために、思い込みで
魅⼒の低い商品を開発してしまい売れない

・運営計画を考えずに設備投資してしまい、稼働率が
低いまま
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商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA＜提⾔①＞⼈材育成プログラム

⾷品産業復興における、よくある課題 ≪⼈材≫

地域の意思ある⽣産者に対する
ベーシックなビジネススキルの
教育プログラムの実施

・品質管理

・⽣産管理

・在庫管理

・マーケティング

・営業

・マネジメント など

①
施策案

＜提⾔①＞
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▪ 「東の⾷の会」が、2012年より実施し
ている、新しい⽔産業の担い⼿を作る
ための⼈材育成プログラム

▪ これまで、⽯巻、釜⽯、気仙沼、⼤船渡、
南三陸にて実施

商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

目
的

対
象
者

プ
ロ
グ
ラ
ム

概
要

「三陸フィッシャーマンズ・キャン
プ」

▪ 三陸から、新しい⽔産業の担い⼿を⽣み
出すため、必要なビジネススキルを⾝に
つける

▪ 漁師、⽔産加⼯業者、等、⽔産業に携わ
り、新しい⽔産業の担い⼿となるという
意思を持った⽅々

▪ 合宿研修プログラム
▪ 販売体験プログラム

－商談会
－B to C販売体験

▪ インターンシップ

合宿研修カリキュラム例

参考事例）東の⾷の会「三陸フィッシャーマンズ・キャンプ」
①

９



東北の若⼿漁師集団”Fisherman Japan” 「地域連携アカモクプロジェクト」

参考事例）「三陸フィッシャーマンズ・キャンプ」出⾝者の取組

商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA
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①

福島の⾷品産業においても、同様の取り組みで⼈材育成及び
⽣産者同⼠のネットワーキングが可能では？



商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

・2015年3⽉28⽇オープン予定「⼥川フューチャー
センター」の⽴ち上げに参画
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（1）復興のキーマンたち

②

＜提⾔②＞ヨソモノ活⽤による復興推進



商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA
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（2）農業/復興

②

伊藤忠食糧株式会社 ＰＯＯＬ.inc. 東の食の会

１２
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（3）⽔産業/復興

商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

②

イトーヨーカドー 東の食の会 DAIMARU
Matsuzakaya ap bank Oisix YAHOO！JAPAN

１３



商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

（4）くまもん

②

くまもん
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商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

（5）アート

②

越後妻有 大地の芸術祭の里

Benesse 日本大学芸術学部
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・ビジネスモデルの構築⼒、クリエイ
ティブ⼒、⼈的ネットワークなどの
活⽤が可能

・地域の強みを客観的にとらえ直す
ことが可能

・必ずしも定住を必要としていない
ので、多くのヨソモノの参加が容易

・地元の住⺠からの抵抗感や想いの
違いにより進まないケースがある

・ヨソモノの持っているスキルに偏り
があると、ボトルネックになる

・各地域の経済活性化に必要なスキル
と、そのスキルをもったヨソモノと
をマッチングさせる仕組みがない

ヨソモノ⼒活⽤のメリットと課題

メリット

課題

施策案

（A）福島アンバサダー制度

（B）福島サポーター企業制度

・福島出⾝者に限らず、福島の⾷品産業の復興において必要
と思われる⼈材をアンバサダーやオフィシャルサポーター
として活⽤

・個⼈が応募する形よりも、地域側から指名していく
ドラフト制度の⽅が有効

・個⼈だけでなく、企業も特定の地域のサポーターとして
活⽤

・社会⼈インターンシップとして、各企業の若⼿⼈材
（場合によってはベテラン⼈材）を地域に送り込み復興活動

に従事させる

商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

②

ヨソモノ活⽤による復興推進の制度化

＜提⾔②＞

＜提⾔②＞
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・⽣産効率の向上についての取り組みが熱⼼に
なされ、結果も出つつあるが、物流の整備ができ
ておらず、結果価格競争⼒をもてない

スマートアグリによる復興活動の課題 施策案

・例えば、いわき市など幹線道路近くの地域に
集荷拠点をつくり、⾸都圏までの配送コストを
削減

商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

③

＜提⾔③＞

＜提⾔③＞広域連携型物流拠点の設置

農作物⽤の物流拠点の設置
及び⾼付加価値化

・放射能検査や残留農薬検査などの安全性確認機能
・鮮度保持や蘇⽣機能
・パッケージング、カット、冷凍などの付加価値

向上機能

いわき

・スマートアグリでの⽣産後、鮮度を維持したり
付加価値をつけたりする⼯程が考えられていない

0

20

40

60

80

100

120

140

160

宮城の

野菜⼯場

千葉の

農場

原価
80円

123円

60円
7円

140円 130円

輸送費

葉物野菜Aの仕⼊原価（1パック当たり）
参考事例）広域連携型物流拠点の設置
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＜提⾔④＞ターゲットをしぼった販売ルートの確⽴

⾷品産業復興におけるよくある課題
≪販売≫

施策案

福島フードファンクラブ
（Fukushima Food Fan club）を設⽴し、
⽀援者向けの販売強化

・被災地の商品に強い拒否感を⽰す、
声の⼤きな⼀部のお客様がいる
ために、販売業者が⼤々的な取扱い
をしにくい

・取扱いの仕⽅が、“期間限定フェア”
的なものにとどまってしまい、
定常的な売上が⽴たないので、
製造者・⽣産者の雇⽤の増強などに
つながらない

・「⾵評被害はよくないことだ」と
⼤々的にキャンペーンを打つが、
⼤した効果が上がらない

・品質には⾃信があるので、
「とにかくみんなに⾷べてもらい
たい」と⾔いながらターゲットの
明確でない商品を製造しているため、
売りづらい

・福島の⾷品を積極的に⾷べて応援したいという⼈たちを
ファンクラブとして組織化

・定期的な情報提供により、インターネット販売や通販など
のダイレクト通販や、商品を購⼊することができる店舗へ
の来店誘導を⾏う

・ファンクラブのメンバーからのフィードバックを集め、
さらなる商品改善や新商品開発に活⽤

・各流通・外⾷業者への呼びかけも⾏い、各⽀援企業ごとの
組織化も可能

・併せて、福島から県外に移住した⼈々のコミュニティも
構築

商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

④

＜提⾔④＞
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商品
開発

⽣産
管理
品質
管理

ビジネス
モデル化

商品
開発 販売 PDCA

④
被災地の⾷品についての消費者の態度 ターゲットを絞った販売事例

安全第⼀
主義タイプ

25% 26%

22%26%

合理的
判断タイプ

価格⾄上
主義タイプ

被災地
応援タイプ

全体の1/4は積極的⽀援タイプ
出典:「マッキンゼー社×東の⾷の会」⽣鮮品の購買に関するオンライン調査
（マクロミル社調べ、調査期間：2012年6⽉26⽇~6⽉28⽇、

調査対象：⾸都圏、被災地域、全国の男性376⼈、⼥性674⼈）

⼤規模な福島フードファンクラブの設⽴により、安定的な販路の確保及び
次の開発や改良につながる有⽤なフィードバックの収集が可能では？

「東北⾷べる通信」2014年１⽉号
福島県いわき市の冬野菜特集

▪ 「作る⼈」と「⾷べ
る⼈」をつなぐこと
を⽬指して2013年
に創刊

▪ 毎⽉１回、⽣産者の
特集記事とともに、
彼らが収穫した⾃信
の⼀品をセットお届
け

▪ 会員数は1000名を
突破
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（まとめ）福島の⾷品産業復興における「作ったあと」についての４つの提⾔

地域の⼈々
が中⼼と
なって考え
た⽅がよい
領域

⾷品産業
復興の
プロセス

商品
開発

⽣産管理
品質管理

ビジネス
モデル化
付加価値化

物流 販売 PDCA

施策案

「作った後」

＜提⾔②＞

ヨソモノ
活⽤による
復興推進
（A）
福島アンバサダー
制度
（B）
福島サポーター
企業制度

＜提⾔①＞

⼈材育成
プログラム

地域の意思ある
⽣産者に対する
ベーシックなビ
ジネススキルの
教育プログラム
の実施

＜提⾔③＞

広域連携型
物流拠点の
設置

農作物⽤の
物流拠点の設置
及び
⾼付加価値化

＜提⾔④＞

ターゲットをしぼった
販売ルートの確⽴

福島フードファンクラブ
（Fukushima Food Fan club）

を設⽴し、⽀援者向けの
販売強化


